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　１　営 　業　 収 　益

(１) 給 水 収 益 2,165,833,524

(２) 受 託 工 事 収 益 35,646,930

(３) 他 会 計 負 担 金 10,465,200

(４) そ の 他 営 業 収 益 6,178,106 2,218,123,760

　２　営　 業 　費 　用

(１) 原 水 及 び 浄 水 費 789,675,707

(２) 配 水 及 び 給 水 費 144,255,943

(３) 漏 水 防 止 費 34,279,145

(４) 受 託 工 事 費 36,627,575

(５) 総 係 費 153,977,021

(６) 減 価 償 却 費 743,832,926

(７) 資 産 減 耗 費 26,912,021

(８) そ の 他 営 業 費 用 2,180,304 1,931,740,642

　 　営　  業  　利  　益 286,383,118

　３　営  業  外  収  益

(１) 受 取 利 息 配 当 金 1,369,202

(２) 受 託 事 務 収 益 27,367,008

(３) 他 会 計 補 助 金 46,460,000

(４) 雑 収 益 7,425,181

(５) 下 水 道 会 計 負 担 金 9,128,730

(６) 長 期 前 受 金 戻 入 233,878,331 325,628,452

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

平成２９年度小松市水道事業損益計算書

（単位：円）
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　４　営  業  外  費  用

支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費

(２) 雑　    支 　　 出 6,241,990 122,101,879 203,526,573

経　 常 　利 　益 489,909,691

　５  特   別   利   益

(１) 固 定 資 産 売 却 益 0

(２) 過 年 度 損 益 修 正 益 119,291 119,291

　６　特   別   損   失

(１) 固 定 資 産 売 却 損 0

(２) 過 年 度 損 益 修 正 損 525,684

(３) そ の 他 特 別 損 失 197,863 723,547 △ 604,256

当 年 度 純 利 益 489,305,435

前年度繰越利益剰余金 26,954,527

そ の 他 未 処 分 利 益
剰 余 金 変 動 額

270,000,000

当年度未処分利益剰余金 786,259,962

（単位：円）

(１) 115,859,889
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　１　固　 定 　資 　産

(１)

　　イ 土 地 215,107,827

　　ロ 建 物 571,373,917

減 価 償 却 累 計 額 △ 422,374,572 148,999,345

　　ハ 構 築 物 29,798,317,955

減 価 償 却 累 計 額 △ 13,836,416,988 15,961,900,967

　　ニ 機 械 及 び 装 置 3,151,138,288

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,398,852,247 752,286,041

　　ホ 車 両 運 搬 具 31,968,241

減 価 償 却 累 計 額 △ 29,321,521 2,646,720

　　ヘ 工具器具及び備品 19,259,044

減 価 償 却 累 計 額 △ 18,203,776 1,055,268

　　ト 建 設 仮 勘 定 88,073,918

17,170,070,086

(２)

　　イ 庁 舎 利 用 権 114,580,153

　　ロ 電 話 加 入 権 190,900

114,771,053

(３)

　　イ そ の 他 投 資 13,010

13,010

17,284,854,149

　２　流　 動   資   産

(１) 2,514,095,173

(２) 282,874,500

(３) △ 8,178,000

(４) 18,835,813

(５) 50,800,000

(６)

イ 2,500,000

2,500,000

2,860,927,486

20,145,781,635資 産 合 計

そ の 他 流 動 資 産

前 払 金

保 管 有 価 証 券

現 金 預 金

投資その他の資産の
合 計

貸 倒 引 当 金

未 収 金

貯 蔵 品

そ の 他 流 動 資 産

固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

平成２９年度小松市水道事業貸借対照表
（平成３０年３月３１日）

（単位：円）

資　産　の　部

有 形 固 定 資 産
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（単位：円）

　３　固　 定   負   債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

3,147,406,514

3,147,406,514

(２)

イ 退 職 給 付 引 当 金 147,687,386

ロ 修 繕 引 当 金 72,506,602

220,193,988

3,367,600,502

　４　流 　動 　負 　債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

254,600,624

254,600,624

(２) 233,485,326

(３) 4,167,754

(４) 338,870

(５)

イ 賞 与 引 当 金 13,414,000

13,414,000

(６)

イ 預 り 金 197,638,467

ロ 預 り 有 価 証 券 2,500,000

200,138,467

706,145,041

　５　繰　 延 　収 　益

(１) 10,259,243,695

(２) △ 3,415,576,340

6,843,667,355

10,917,412,898

　６　資　   本 　　金 7,051,768,313

　７　剰　   余 　　金

(１)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 340,462

340,462

長 期 前 受 金

前 受 金

未 払 金

その他流動負債合計

そ の 他 流 動 負 債

長 期 前 受 金 収 益 化
累 計 額

繰 延 収 益 合 計

引 当 金

企 業 債 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

資 本 剰 余 金 合 計

引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

未 払 費 用

資 本 剰 余 金

引 当 金 合 計

企 業 債

負　債　の　部
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（単位：円）

(２)

イ 減 債 積 立 金 160,000,000

ロ 建 設 改 良 積 立 金 440,000,000

ハ 震 災 対 策 積 立 金 790,000,000

ニ
当年度未処分利益
剰 余 金

786,259,962

2,176,259,962

2,176,600,424

9,228,368,737

20,145,781,635

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその他他他他のののの注記注記注記注記

　　新会計基準移行に係る経過措置

　　　　庁舎利用権　　　　　　65年

　２　引当金の計上方法

【【【【注記注記注記注記】】】】

ⅠⅠⅠⅠ．．．．重要重要重要重要なななな会計方針会計方針会計方針会計方針

　１　固定資産の減価償却の方法

　 (1)　有形固定資産

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　建物　　　　　　　　　８～50年

　　　　構築物　　　　　　　　10～50年

　 (1)　退職給付引当金

　　　　職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末要支給額に相当す

      る金額を計上している。

　　　　機械及び装置　　　　　６～30年

　　　　車両運搬具　　　　　　２～６年

　　　　工具器具及び備品　　　２～20年

　 (2)　無形固定資産

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　当年度において，不納欠損による損失を計上するため，貸倒引当金4,648,039円

　　　を取り崩している。

　 (3)　退職給付引当金

　 (2)　賞与引当金

　　　　職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため，当

      年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。

　 (3)　貸倒引当金

ⅡⅡⅡⅡ．．．．貸借対照表等関連貸借対照表等関連貸借対照表等関連貸借対照表等関連

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため，不納欠損額の見込みによる回収不能見

　　　　当年度において，退職手当を支給するため退職給付引当金5,178,233円を取り崩

　　　している。

      込額を計上している。

　３　消費税及び地方消費税の会計処理

      消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

　 (2)　貸倒引当金

　　　　当年度において，期末手当及び勤勉手当を支給するほか，これらに係る法定福

　　　利費を支出するため，賞与引当金14,238,000円を取り崩している。

　　引当金の取崩し

　 (1)　賞与引当金
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 (1)　修繕引当金に関する経過措置

　　　平成26年３月31日以前に引き当てられたものについては，引き続き従前の例によ

    り取り崩すこととしているが，当年度は取り崩していない。
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平成２９年度小松市水道事業報告書 

 

１．概 要 

(１) 総 括 事 項 

本市では，飲料水を安定して提供できるよう上水道施設の安全かつ適正な運営管

理を行い，より効率的な水道整備を推進してきました。維持管理については，高度

経済成長時に急速に推し進めた施設の更新や延命化，ライフラインの強化に努めて

います。 

本年度は，簡易水道事業に地方公営企業法を適用するとともに，水道事業と会計

統合を行いました。経営状況を的確に把握し効率化を図ることで，更なる経営の安

定化に努めています。 

本年度の総配水量は，14,394,929 ㎥（一日平均 39,438 ㎥）と前年度に比較して

220,379 ㎥（1.6%）の増加となり，有収水量は，13,409,212 ㎥（一日平均 36,738 ㎥）

と前年度に比較して 333,208 ㎥（2.5%）の増加となりました。 

 

（イ）建設（改良事業）について 

  老朽管の計画的な更新や道路工事等に伴う布設替などを中心に，布設替工事を総

延長約 1.9ｋｍ施工し，支障関連工事では，主に下水道工事に伴う配水管布設替とし

て，那谷町外町内で総延長約 1.0ｋｍを施工しました。 

  また，上水道基幹施設の耐震化のため，丸の内配水場改築工事に着手したほか，

主な施設関連の工事として，花坂配水場低圧受配電盤更新工事などを実施しました。 

 

（ロ）経営について 

収益的収入は，2,543,871,503 円で前年度比 94,873,486 円（3.9％）の増加となり

ました。給水収益は 2,165,833,524 円で前年度比 55,348,427 円（2.6％）の増加で

あり，主な要因として大型ショッピングモールの開店、1～2 月の大雪時の水道水使

用増、世帯数の増加等の影響により，有収水量が増加したことが挙げられます。受

託工事収益については，35,646,930 円で前年度比 24,463,264 円（218.7％）の増加

となり，その主な要因は下水道事業等の拡張における支障水道管布設替工事の増加

と北陸新幹線建設に伴う支障水道管布設替工事の実施によるものです。 

また，収益的支出は，2,054,566,068 円で前年度比 50,166,823 円（2.5％）の増加

となりました。変動の主なものは，県水の協定水量が引き下げられたことに伴い受

水費が 665,606,700 円で前年度比 25,155,900 円（3.6％）の減少，企業債の繰上償

還実施に伴う補償金支出が 28,858,893 円（皆増），減価償却費が 743,832,926 円で

前年度比 13,920,550 円（1.9%）の増加，資産減耗費が 26,912,021 円で前年度比

7,359,268 円（37.6％）の増加，受託工事費が 36,627,575 円で前年度比 24,580,036

円（204.0%）の増加，及び簡易水道管理費の 8,099,458 円減少（皆減）等です。 
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なお，企業債の支払利息は，87,000,996 円で前年度に比べ 2,612,632 円（2.9％）

の減少となりました。 

以上，収支差引では 489,305,435 円の当期純利益を計上することができました。 

今後も「安心・安全・安定した供給の実現」を目指し，計画的かつ他事業と同時

施工を行うなど効率よく老朽管更新工事を行い，水道施設の耐震対策の強化に鋭意

取り組みます。 

また，事業継続を確保するため，水道供給施設の適正管理を行い，より「おいし

い水」を継続的に提供できるように水道経営に努めてまいります。 

 

 

(２) 議会議決事項 

議 案 番 号 議 決 年 月 日 件 名 

第 ７ 号 平成29年   3月15日 平成２９年度小松市水道事業会計予算 

第 ３ ６ 号 平成29年   6月27日 平成２９年度小松市水道事業会計補正予算（第１号） 

第 ７ ２ 号 平成29年   9月28日 平成２８年度小松市公営企業会計決算の認定について 

第 ７ ３ 号 平成29年   9月28日 平成２８年度小松市公営企業会計未処分利益剰余金の処分

について 

第 ７ ９ 号 平成29年  12月22日 平成２９年度小松市水道事業会計補正予算（第２号） 

第 ８ ２ 号 平成29年  12月22日 小松市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例について 

第 ８ ３ 号 平成29年  12月22日 小松市職員退職手当条例等の一部を改正する条例について 
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２．工事
　　管種の略記号
　ＤＩＰ：ダクタイル鋳鉄管・ＤＩＰ－ＧＸ：ダクタイル鋳鉄管ＧＸ型　　
　ＤＩＰ－ＮＳ：ダクタイル鋳鉄管ＮＳ型・ＤＩＰ－Ｋ：ダクタイル鋳鉄管Ｋ型
　ＨＰＰＥ：ポリエチレン管・ＳＧＰ－ＶＤ：内外面硬質塩化ビニールライニング鋼管
　ＳＵＳ：ステンレス管

(１)　拡張工事の概要

事　　業　　区　　分
配水管布設工事

ＤＩＰ－ＧＸ φ 100 粍 Ｌ＝ 236.7 ｍ
ＨＰＰＥ φ 50 粍 Ｌ＝ 939.6 ｍ
仕切弁 φ 50 粍 11 ヶ所

φ 100 粍 2 ヶ所

配水管布設工事
ＤＩＰ－ＧＸ φ 200 粍 Ｌ＝ 1,710.8 ｍ
ＨＰＰＥ φ 50 粍 Ｌ＝ 295.7 ｍ
空気弁 φ 200 粍 5 ヶ所
仕切弁 φ 50 粍 4 ヶ所

φ 200 粍 7 ヶ所

配 水 施 設 拡 張 事 業

（自己資金によるもの）

配 水 施 設 拡 張 事 業

（工事負担金によるもの）

施　　　工　　　内　　　容 工  事  費

24,509,520 円

79,390,800 円
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（２）　改良工事の概要

事　　業　　区　　分
老朽化による送配水管布設替工事

ＤＩＰ－ＧＸ φ 100 粍 Ｌ＝ 1,046.6 ｍ
φ 150 粍 Ｌ＝ 9.6 ｍ
φ 300 粍 Ｌ＝ 384.8 ｍ

ＤＩＰ－Ｋ φ 100 粍 Ｌ＝ 16.1 ｍ
φ 300 粍 Ｌ＝ 2.2 ｍ

ＨＰＰＥ φ 50 粍 Ｌ＝ 399.6 ｍ
空気弁 φ 100 粍 1 ヶ所

φ 300 粍 2 ヶ所
仕切弁　 φ 50 粍 7 ヶ所

φ 100 粍 11 ヶ所
φ 300 粍 5 ヶ所

消火栓 5 基
配水管布設に伴う舗装復旧工事 2 件
花坂配水場　低圧受配電盤更新工事

低圧受配電盤 1 面
上清水揚水場、湊配水場　原水濁度計更新工事

原水濁度計 2 台
上清水3号取水井　取水ポンプ更新工事

取水ポンプ 1 台
川北１０号取水井　取水ポンプ更新工事

取水ポンプ 1 台
湊配水場　直流電源盤蓄電池取替工事

超音波流量計 1 台
国府台加圧ポンプ場　加圧ポンプ更新工事

加圧ポンプ 2 台
下水道工事等に伴う配水管布設替工事

ＤＩＰ－ＧＸ φ 75 粍 Ｌ＝ 174.7 ｍ
φ 100 粍 Ｌ＝ 525.6 ｍ
φ 150 粍 Ｌ＝ 256.7 ｍ

ＤＩＰ－Ｋ φ 75 粍 Ｌ＝ 1.0 ｍ
φ 100 粍 Ｌ＝ 2.9 ｍ
φ 150 粍 Ｌ＝ 16.6 ｍ

ＨＰＰＥ φ 50 粍 Ｌ＝ 6.0 ｍ
空気弁 φ 150 粍 1 ヶ所
仕切弁　 φ 75 粍 5 ヶ所

φ 100 粍 8 ヶ所
φ 150 粍 5 ヶ所

消火栓 3 基

（３）　その他工事の概要（修繕工事を含む）

施　　設　　区　　分

川北揚水場　非常用自家発電装置整備工事　他
給配水管等の漏水修理工事　 直営施工　 2 件

委託施工 305 件
建設改良工事に伴う給水工事　　　　 17 ヶ所
その他配水及び給水施設の点検整備補修工事

給水管の修繕工事 16 件
9 ヶ所

配水施設改良事業

（自己資金によるもの）
151,849,404 円

配水施設改良事業

(工事負担金によるもの)
49,296,600 円

配 水 及 び 給 水 施 設 62,548,331

原 水 及 び 浄 水 施 設 6,425,136

施　　　工　　　内　　　容 工  事  費

円

円

受 託 工 事 29,628,720 円

施　　　工　　　内　　　容 工  事  費
湊配水場法面保護工事

下水道工事等に伴う支障給配水管仮設,移設工事
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（単位：円）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 489,305,435

減価償却費 743,832,926

資産減耗費 26,912,021

引当金の増減額（△は減少） 7,065,767

長期前受金戻入額 △ 233,878,331

支払利息 115,859,889

受取利息及び受取配当金 △ 1,369,202

固定資産売却損 0

未収金の増減額（△は増加） △ 84,894,612

貯蔵品の増減額（△は増加） 738,100

前払金の増減額（△は増加） △ 22,700,000

保管有価証券の増減額（△は増加） 0

未払金の増減額（△は減少） 35,695,321

前受金の増減額（△は減少） △ 3,349,880

預 り 金の増減額（△は減少） 11,040,064

小計 1,084,257,498

利息及び配当金の受取額 1,369,202

利息の支払額 △ 115,859,889

業務活動によるキャッシュ・フロー 969,766,811

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 359,096,789

有形固定資産の売却による収入 0

リサイクル預託金の取得による支出 0

短期貸付金による支出 △ 650,000,000

短期貸付金の返済による収入 650,000,000

国庫補助金等による収入 154,723,412

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 204,373,377

平成平成平成平成29292929年度小松市水道事業年度小松市水道事業年度小松市水道事業年度小松市水道事業キャッシュ・フローキャッシュ・フローキャッシュ・フローキャッシュ・フロー計算書計算書計算書計算書
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）
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（単位：円）

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 483,614,219

他会計等からの出資による収入 7,260,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 476,354,219

資金増加額（又は減少額） 289,039,215

資金期首残高 2,225,055,958

資金期末残高 2,514,095,173
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　１　営 　業　 収 　益

(１) 下 水 道 使 用 料 1,113,048,361

(２) 他 会 計 負 担 金 1,342,055,000

(３) そ の 他 営 業 収 益 973,760 2,456,077,121

　２　営　 業 　費 　用

(１) 管 渠 費 56,361,499

(２) ポ ン プ 場 費 112,417,457

(３) 処 理 場 費 249,744,691

(４) 流域下水道維持管理負担金 113,068,056

(５) 業 務 費 43,954,971

(６) 接 続 促 進 費 14,226,477

(７) 総 係 費 53,030,578

(８) 減 価 償 却 費 2,495,221,145

(９) 資 産 減 耗 費 74,633,274

(10) そ の 他 営 業 費 用 0 3,212,658,148

　 　営　  業  　損  　失 756,581,027

　３　営  業  外  収  益

(１) 補 助 金 403,199,000

(２) 受取利息及び配当金 117,791

(３) 雑 収 益 48,193,386

(４) 他 会 計 負 担 金 302,481,000

(５) 長 期 前 受 金 戻 入 866,846,215 1,620,837,392

　４　営  業  外  費  用

(１) 支 払 利 息 886,423,918

(２) 雑 支 出 13,547,450

(３) 地 域 下 水 道 管 理 費 8,998,045 908,969,413 711,867,979

　 　経　  常  　損  　失 44,713,048

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

平成２９年度小松市下水道事業損益計算書

（単位：円）
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　５  特   別   利   益

(１) 過 年 度 損 益 修 正 益 153,119

(２) そ の 他 特 別 利 益 0 153,119

　６  特   別   損   失

(１) 過 年 度 損 益 修 正 損 794,960

(２) そ の 他 特 別 損 失 9,613,223 10,408,183 △ 10,255,064

    当　年　度　純　損　失 54,968,112

　　前 年 度 繰 越 欠 損 金 2,757,013,055

2,811,981,167

（単位：円）

    当 年 度 未 処 理 欠 損 金
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　１　固　 定 　資 　産

(１)

　　イ 土 地 513,242,490

　　ロ 建 物 1,599,401,034

減 価 償 却 累 計 額 △ 503,708,240 1,095,692,794

　　ハ 構 築 物 80,313,148,637

減 価 償 却 累 計 額 △ 14,772,662,353 65,540,486,284

　　ニ 機 械 及 び 装 置 8,080,631,120

減 価 償 却 累 計 額 △ 3,755,428,961 4,325,202,159

　　ホ 車 両 運 搬 具 3,317,455

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,574,315 743,140

　　ヘ 工具器具及び備品 8,007,506

減 価 償 却 累 計 額 △ 5,939,429 2,068,077

　　ト 建 設 仮 勘 定 3,227,363,564

74,704,798,508

(２) 無 形 固 定 資 産

　　イ 電 話 加 入 権 5,611,000

　　ロ 施 設 利 用 権 1,266,527,582

ハ その他無形固定資産 432,264

1,272,570,846

(３)

　　イ 長 期 貸 付 金 53,354,000

ロ 出 資 金 2,175,000

ハ 基 金 31,510,401

ニ そ の 他 投 資 7,690

87,047,091

76,064,416,445

　２　流　 動   資   産

(１) 2,302,469,889

(２) 502,281,018

(３) △ 8,000,000

(４) 58,000,000

2,854,750,907

78,919,167,352

　３　固　 定   負   債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

46,422,339,576

46,422,339,576

資　産　の　部

平成２９年度小松市下水道事業貸借対照表
（平成３０年３月３１日）

（単位：円）

有 形 固 定 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 そ の 他 の
資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金

貸 倒 引 当 金

負　債　の　部　

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

前 払 金

企 業 債

企 業 債 合 計
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（単位：円）

(２)

イ 退 職 給 付 引 当 金 40,239,711

40,239,711

46,462,579,287

　４　流 　動 　負 　債

(１)

イ
建設改良等の財源に
充てるための企業債

3,532,990,861

3,532,990,861

(２) 2,113,911,622

(３) 19,003,472

(４) 124,000

(５)

イ 賞 与 引 当 金 9,036,000

9,036,000

(６) 638,124

5,675,704,079

　５　繰 　延 　収 　益

(１) 32,409,214,102

(２) △ 6,440,874,136

25,968,339,966

78,106,623,332

　６　資　   本 　　金 3,395,908,271

　７　剰　   余 　　金

(１)

イ 国 庫 補 助 金 180,121,749

ロ 県 補 助 金 42,996,635

ハ 受 贈 財 産 評 価 額 5,498,532

228,616,916

(２)

イ 当年度未処理欠損金 2,811,981,167

2,811,981,167

△ 2,583,364,251

812,544,020

78,919,167,352

固 定 負 債 合 計

引 当 金

引 当 金 合 計

企 業 債

企 業 債 合 計

未 払 金

未 払 費 用

前 受 金

引 当 金

引 当 金 合 計

預 り 金

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

長期前受金収益化累計額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資　本　の　部

資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

欠 損 金

欠 損 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計
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【【【【注記注記注記注記】】】】    

ⅠⅠⅠⅠ．．．．重要重要重要重要なななな会計方針会計方針会計方針会計方針    

 １ 固定資産の減価償却の方法 

  (1) 有形固定資産 

   ・減価償却の方法    定額法による。 

   ・主な耐用年数 

    建物         ８～50 年 

    構築物        10～50 年 

    機械及び装置     ６～30 年 

    車両運搬具      ２～６年 

    工具器具及び備品   ２～20 年 

  (2) 無形固定資産 

   ・減価償却の方法    定額法による。 

   ・主な耐用年数 

    施設利用権      35 年 

 ２ 引当金の計上方法 

  (1) 退職給付引当金 

    職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末要支給額に相当す

る金額を計上している。 

  (2) 賞与引当金 

    職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため，当

年度末における支給見込額に基づき，当年度の負担に属する額を計上している。 

  (3) 貸倒引当金 

    債権の不納欠損による損失に備えるため，不納欠損額の見込みにより回収不能見

込額を計上している。 

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．貸借対照表等関連貸借対照表等関連貸借対照表等関連貸借対照表等関連    

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に

償還予定のものも含む。）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は

26,378,101,499 円である。 

 ２ 引当金の取崩し 

  (1) 賞与引当金 

当年度において，期末手当及び勤勉手当を支給するほか，これらに係る法定福

利費を支出するため，賞与引当金 9,362,000 円を取り崩している。 

  (2) 貸倒引当金 

    当年度において，不納欠損による損失を計上するため，貸倒引当金 6,059,730 円

を取り崩している。 

  (3) 退職給付引当金 

    当年度において，退職手当を支給するため退職給付引当金 638,441 円を取り崩し

ている。 
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平成２９年度小松市下水道事業報告書 

１．概 要 

(１) 総 括 事 項 

  本市では，公衆衛生の向上と生活環境の改善，さらには公共用水域の水質改善

を目指して，これまで汚水処理や雨水対策の施設整備の充実を図り，費用対効果

を勘案しながら，より効率的な下水道整備を推進してきました。 

  本年度は，農業集落排水事業の資産管理や経営の効率化，損益状況の適切な把

握を行うため地方公営企業法の適用を行い，公共下水道事業と会計統合し，下水

道事業と名称を改めました。 

本年度の下水道整備は，約 11.5haの面整備を行い，農業集落排水事業の処理人

口を加算した結果，処理人口は 85,835 人となり，下水道普及率も前年度より 6.0

ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し 79.2％になりました。 

  また，下水道接続率については会計統合や戸別訪問等による接続促進を重ねる

ことで 3,004世帯が増え，接続率も前年度より 2.1 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し 82.9％になりまし

た。 

    

 (イ) 建設（拡張事業，改良事業について） 

  拡張事業の未普及解消事業として，松陽分区の今江町，第一分区の清六町，那谷

地区農業集落排水事業の那谷町などで汚水管渠延長 2.7kmを施工しました。 

  また，浸水対策事業として，九竜橋川雨水ポンプ場増設工事（建築）を完了し，

残すは平成３０年度完成予定の九竜橋川雨水ポンプ場増設工事（機械）のみとなり

ました。 

改良事業においては水質保全事業として，小松市中央浄化センター水処理施設更

新工事（土木・建築）が完了しました。水処理施設更新工事については，平成３０

年度完成を目指し，残りの小松市中央浄化センター水処理施設更新工事（電気・機

械）に取り組んでいます。 

地震対策事業としては，小松市立国府小学校マンホールトイレシステム設置工事

を行いました。 

 

  (ロ) 経営について 

下水道使用料として，1,113,048,361 円で前年度比 140,844,899 円（14.5%）の増

加となりました。着実な接続促進活動による接続率の増加や会計統合が主な要因と

なっています。雑収益では，北陸新幹線支障移設工事に伴う資産の除却に対する補

償費の影響により 48,193,386 円で前年度比 46,619,011 円（2,961.1%）の増加とな

りました。 

 また，費用面においては，接続促進費で平成２８年度限定で行なっていた補助制

度の影響等により 14,226,477 円となり，前年度比 18,175,392 円（56.1％）の減少

となっています。資産減耗費では，北陸新幹線支障移設工事による資産の除却等に 
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より74,633,274円となり，前年度比61,348,740円(461.8%)の増加となっています。

いずれにしても会計統合の影響から費用は純増しており，営業費用では前年度比で

395,756,887 円（14.0%）の増となりました。 

企業債等の利息については，886,423,918 円で，前年度に比べ 1,962,618 円（0.2%）

の減少となりました。 

また，企業債残高については会計統合の影響により 49,955,330,437 円となり，前

年度比 2,622,095,697 円（5.5％）の増加となりました。 

以上，収支差引では 54,968,112 円の当期損失となりました。 

今後も「安心，安全で快適な住環境の実現」を目指して，下水道未普及地域の解

消を図るとともに，水質保全や浸水対策，地震対策に鋭意取り組み，また，事業継

続を確保するため，下水道ストックの適正管理や経営体力に合わせた下水道経営に

努めてまいります。 

 

 

 

 (２) 議会議決事項 

議案番号 議 決 年 月 日 件 名 

 第 8 号  平成29年  3月15日 平成29年度小松市下水道事業会計予算 

 第 37 号  平成29年  6月27日 平成29年度小松市下水道事業会計補正予算(第1号) 

 第 72 号  平成29年  9月28日 平成28年度小松市公営企業会計決算の認定について 

 第 80 号  平成29年 12月22日 平成29年度小松市下水道事業会計補正予算(第2号) 

 第 82 号  平成29年 12月22日 
小松市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例について 

 第 83 号  平成29年 12月22日 小松市職員退職手当条例等の一部を改正する条例について 

 第 38 号  平成30年  3月22日 
小松市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例について 

 第 39 号  平成30年  3月22日 
小松市農業集落排水処理施設維持管理基金条例の一部を改

正する条例について 
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２．工 事
　　管種の略記号
　   　ＶＵ：硬質塩化ビニル管    ＤＩＰ：ダクタイル鋳鉄管
 (１)　拡張工事の概要

事 業 区 分
汚水管布設工事

ＶＵ φ 150 粍 Ｌ＝ 131.5 ｍ
φ 200 粍 Ｌ＝ 322.8 ｍ

人孔 １号 Ｎ＝ 9 ヶ所
未 普 及 解 消 費 小口径 Ｎ＝ 14 ヶ所 74,038,286 円

(単独事業) 楕円 Ｎ＝ 1 ヶ所

公共桝及び取付管 Ｎ＝ 183 ヶ所
汚水管渠新設工事に伴う舗装工事

舗装復旧 Ｎ＝ 1 式
汚水管布設工事

ＶＵ φ 75 粍 Ｌ＝ 45.7 ｍ
φ 150 粍 Ｌ＝ 1,677.0 ｍ
φ 200 粍 Ｌ＝ 44.4 ｍ

人孔 １号 Ｎ＝ 32 ヶ所
楕円 Ｎ＝ 5 ヶ所

未 普 及 解 消 費 小口径 Ｎ＝ 16 ヶ所
(国庫補助対象事業) 公共桝及び取付管 Ｎ＝ 53 ヶ所 142,574,040 円

汚水管渠新設工事に伴う舗装工事
舗装復旧 Ｎ＝ 1 式

マンホールポンプ設置工事
汚水ポンプ設備 Ｎ＝ 6 台
負荷設備 Ｎ＝ 3 面
監視制御設備 Ｎ＝ 3 組
受変電設備 Ｎ＝ 3 台
計装設備 Ｎ＝ 3 組

浸　水　対　策　費 九竜橋川雨水ポンプ場増設工事
(国庫補助対象事業) 建築 Ｎ＝ 1 式 516,030,080 円

機械設備 Ｎ＝ 1 式
那谷地区処理場建設工事

水 質 保 全 費 土木 Ｎ＝ 1 式
（単独事業） 那谷地区処理場建設に伴う付帯工事 4,335,120 円

Ｎ＝ 1 式
那谷地区処理場建設工事

土木 Ｎ＝ 1 式
水 質 保 全 費 建築 Ｎ＝ 1 式
（国庫補助対象事業） 機械設備 Ｎ＝ 1 式 142,702,560 円

電気設備 Ｎ＝ 1 式
那谷地区処理場舗装工事

Ｎ＝ 1 式
那谷地区処理場給水管布設工事

Ｎ＝ 1 式

（２）　改良工事の概要
事 業 区 分

中央浄化センター水処理制御棟建設工事
Ｎ＝ 1 式

水　質　保　全　費 中央浄化センター水処理制御棟建設に伴う付帯工事
(単独事業) Ｎ＝ 1 式

中央浄化センター水処理施設更新工事 16,728,120 円
土木・建築 Ｎ＝ 1 式

日末地区処理場№１ばっ気攪拌装置更新工事
№１ばっ気攪拌装置 Ｎ＝ 1 式

原・金野地区中継ポンプ場緊急通報システム更新工事
監視制御設備 Ｎ＝ 4 組

中央浄化センター水処理制御棟建設工事
Ｎ＝ 1 式

中央浄化センター水処理施設更新工事
水　質　保　全　費 土木・建築 Ｎ＝ 1 式
(国庫補助対象事業) 機械設備 Ｎ＝ 1 式

電気設備 Ｎ＝ 1 式
荒木田地区中継ポンプ緊急通報装置更新工事 1,518,230,240 円

監視制御設備 Ｎ＝ 1 式
中海地区機械設備更新工事

水処理設備 Ｎ＝ 1 式
荒木田地区施設改築工事

内部防触 Ｎ＝ 1 式
接触設備他 Ｎ＝ 1 式

施　工　内　容 工 事 費

施　工　内　容 工 事 費

-　下水道 17　-



事 業 区 分
地　震　対　策　費 下水道管改築再生工事

(単独事業) 　　桝及び取付管　ライニング Ｎ＝ 1 式 5,357,880 円
地　震　対　策　費 下水道管改築更生工事
(国庫補助対象事業) 反転形成工法φ450粍 Ｌ＝ 26.50 ｍ

反転形成工法φ600粍 Ｌ＝ 17.20 ｍ 21,705,840 円
マンホールトイレシステム設置工事 Ｎ＝ 1 式
管路施設布設替工事

ＶＵ Ｌ＝ 302.10 ｍ
支障下水道管移設 ＤＩＰ φ350粍 Ｌ＝ 193.20 ｍ
 （工事負担金によるもの） φ450粍 Ｌ＝ 189.90 ｍ 137,822,040 円

人孔 1号 Ｎ＝ 7 ヶ所
小口径 Ｎ＝ 5 ヶ所

桝及び取付管 Ｎ＝ 53 ヶ所
管路施設撤去工事 Ｎ＝ 1 式

（３）　その他の工事の概要
事 業 区 分

管　渠 下水道管路施設補修工事　外 42 件 9,783,720 円

ポンプ場補修工事 11 件

清六マンホールポンプ場ポンプ取替（仮設）工事
松陽ポンプ場　自動除塵機脱水ベルト取替工事
南部第一ポンプ場№１揚砂ポンプ電流計取替工事

ポンプ場 清六マンホールポンプ場ヘッダー管排気弁設置工事 14,894,280 円
清六マンホールポンプ場吐出管排気弁取替工事
下牧第１マンホールポンプ場　ポンプ整備工事
中央ポンプ場雨水３号ポンプ駆動用エンジン分解整備工事
浜佐美マンホールポンプ場水位計センサー取替工事
長崎マンホールポンプ人孔鉄蓋交換工事

中央浄化センター補修工事 15 件
２系最終沈殿地２－１、２－２号池搔寄機改修工事
２系風量調節弁油圧ユニット整備工事
受水槽ボールタップ取替工事
薬品溶解槽上部改修工事
№３汚泥供給ポンプ整備工事
ボイラー軟水器減圧弁取付工事

中央浄化センター 高分子凝集剤投入器取付工事 21,593,412 円
脱水ケーキコンベア及び汚泥貯留ホッパ改修工事
２号濃縮汚泥掻寄機ブラケット取付工事
２系最終沈殿池２－２号池スクレーパー取替工事
看板撤去工事
２号濃縮汚泥引抜ポンプ圧力スイッチ取替工事
受水槽ボールタップ取替工事
汚泥貯留槽曝気ブロワ設置工事
No.２濃縮汚泥掻寄機コーナースクレーパー撤去工事

施　工　内　容 工 事 費

φ200耗

施　工　内　容 工 事 費

小松市下水道マンホールポンプ遠隔監視装置改造工事（清六MP)
小松市下水道マンホールポンプ遠隔監視装置改造工事（沖第一MP)
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（単位：円）

１ 　医　業　収　益

(1) 4,987,491,681

(2) 2,435,439,568

(3) 309,258,795 7,732,190,044

２ 　医　業　費　用

(1) 4,256,571,235

(2) 2,081,015,924

(3) 1,057,471,929

(4) 674,860,163

(5) 3,553,999

(6) 33,467,094 8,106,940,344

374,750,300

３ 　医 業 外 収 益

(1) 1,375,504

(2) 21,165,600

(3) 274,527,578

(4) 368,380,169

(5) 87,762,598

(6) 10,442,842

(7) 3,521,066 767,175,357

４ 　医 業 外 費 用

(1) 61,812,870

(2) 261,498,811

(3) 6,283,512

(4) 10,764,861

(5) 11,261,255 351,621,309 415,554,048

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 損 失

夜 間 保 育 事 業 費

医 業 損 失

受取利息及び配当金

負 担 金 交 付 金

そ の 他 医 業 外 収 益

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

病 児 保 育 所 収 益

病 児 保 育 事 業 費

研 究 研 修 費

平成29年度国民健康保険小松市民病院事業損益計算書
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

入 院 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

夜 間 保 育 所 収 益

長期前払消費税償却

-　病院 5　-



（単位：円）

40,803,748

５ 　特　別　利　益

(1) 7,255,857 7,255,857

48,059,605

2,465,129,139

2,417,069,534

前年度繰越欠 損金

当年度未処理欠損金

そ の 他 特 別 利 益

当 年 度 純 利 益

経 常 利 益

-　病院 6　-
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（単位：円）

1.

(1)

イ 1,884,410,713

ロ 11,889,539,049

△ 6,619,609,588 5,269,929,461

ハ 253,372,000

△ 204,875,810 48,496,190

ニ 4,783,652,780

△ 3,750,984,219 1,032,668,561

ホ 4,718,215

△ 2,654,660 2,063,555

ヘ 33,142,857

△ 23,862,856 9,280,001

ト 116,935,555

8,363,784,036

(2)

イ 75,960,000

75,960,000

(3)

イ 2,680,098

ロ 1,576,500

4,256,598

8,444,000,634

2.

(1) 1,531,381,764

(2) 1,974,424,581

△ 3,555,971 1,970,868,610

(3) 1,582,736

(4) 16,500,000

(5)

イ 5,000,000

5,000,000

3,525,333,110

11,969,333,744

固 定 資 産 合 計

流　動　資　産

貸 倒 引 当 金

前 払 金

保 管 有 価 証 券

そ の 他 流 動 資 産

有形固定資産合計

無 形 固 定 資 産

無形固定資産合計

投資その他の資産

投 資 そ の 他 の
資 産 合 計

そ の 他 無 形
固 定 資 産

長期前払消費税

そ の 他 投 資

そ の 他 流 動 資 産
合 計

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

未 収 金

現 金 預 金

貯 蔵 品

平成29年度国民健康保険小松市民病院事業貸借対照表

（平成30年3月31日）

資　　　産　　　の　　　部

固　定　資　産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減価償却累計額

構 築 物

減価償却累計額

器 械 備 品

減価償却累計額

車 両

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

リ ー ス 資 産

減価償却累計額

-　病院 9　-



（単位：円）

3.

(1)

イ 2,598,372,322

2,598,372,322

(2)

イ 773,700,033

ロ 88,748,500

862,448,533

3,460,820,855

4.

(1)

イ 759,604,318

759,604,318

(2) 5,714,285

(3) 679,268,012

(4) 2,126,321

(5)

イ 218,436,000

ロ 41,503,000

259,939,000

(6)

イ 12,130,496

ロ 5,000,000

17,130,496

1,723,782,432

5.

5,142,228,999

△ 2,977,494,227

2,164,734,772

7,349,338,059

未 払 金

未 払 費 用

賞 与 引 当 金

そ の 他

引 当 金 合 計

引 当 金

長 期 前 受 金

そ の 他 流 動 負 債

預 り 金

預 り 有 価 証 券

そ の 他 流 動 負 債
合 計

流 動 負 債 合 計

繰　延　収　益

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

負　　　債　　　の　　　部

固　定　負　債

リ ー ス 債 務

企 業 債

建 設 改 良 費 等 の
財 源 に 充 て る た め の
企 業 債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

流　動　負　債

企 業 債

建 設 改 良 費 等 の
財 源 に 充 て る た め の
企 業 債

企 業 債 合 計

引 当 金

退職給付引当金

修 繕 引 当 金

引 当 金 合 計
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（単位：円）

6. 7,037,065,219

7.

(1)

イ 2,417,069,534

2,417,069,534

△ 2,417,069,534

4,619,995,685

11,969,333,744負 債 資 本 合 計

欠 損 金

当 年 度 未 処 理
欠 損 金

欠 損 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

資　　　本　　　の　　　部

資　　本　　金

剰　　余　　金

-　病院 11　-



【注記】

Ⅰ．重要な会計方針

　１　固定資産の減価償却の方法

　 (1)　有形固定資産（リース資産を除く。）

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　建物（付属設備を含む）６～39年

　　　　構築物　　　　　　　　10～40年

　　　　器械備品　　　　　　　４～20年

　 (2)　無形固定資産

　　　・減価償却の方法　　　　定額法による。

　　　・主な耐用年数

　　　　ソフトウェア　　　　　５年

　 (3)　リース資産

　　　・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法による。

　２　引当金の計上方法

　 (1)　退職給付引当金

　　　　職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末要支給額に相当する金額を計上

　　　している。

　 (2)　賞与引当金

　　　　職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため，当年度末における支給見込額に基づき，当年度の

　　　負担に属する額を計上している。

　 (3)　法定福利費引当金

　　　　職員の期末・勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末における支給見込額に

　　　基づき，当年度の負担に属する額を計上している。

　 (4)　貸倒引当金

　　　　債権の不納欠損による損失に備えるため，貸倒実績率による回収不能見込額を計上している。

　３　消費税及び地方消費税の会計処理

　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。なお，控除対象外消費税等について

　　　は当年度の費用として処理している。

Ⅱ．貸借対照表等関連

　１　企業債の償還に係る他会計の負担

　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のもの

　も含む。）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は1,760,867,307円である。

　２　引当金の取崩し

　 (1)　退職給付引当金の取崩し

　　　　平成29年度において,退職手当を支給するため，退職給付引当金115,000,000円を取り崩した。

　 (2)　賞与引当金の取崩し

　　　　平成29年６月において，期末手当及び勤勉手当として306,581,459円を支給することとなった

　　　ため，賞与引当金209,548,000円を取り崩して204,387,639円を充当し，5,160,361円を戻入益と

　　　して特別利益に計上した。
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　 (3)　法定福利費引当金の取崩し

　　　　平成29年６月において，期末手当及び勤勉手当に伴う共済組合費として56,577,755円を支給す

　　　ることとなったため，法定福利費引当金39,814,000円を取り崩して37,718,504円を充当し，

　　　2,095,496円を戻入益として特別利益に計上した。

　 (4)　貸倒引当金の取崩し

　　　　平成29年度において，医療費未収金の不納欠損額2,979,525円に充当するため，貸倒引当金

　　　2,979,525円を取り崩した。

　 (5)　修繕引当金の取崩し

　　　　空調機ファンユニット取替ほか１件に充当するため，修繕引当金12,330,000円を取り崩した。

Ⅲ．リース契約により使用する固定資産

　　リース取引の処理方法

　　リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については，通常の売買取引に係る方法

　に準じた会計処理を行っている。

Ⅳ．その他の注記

　　新会計基準移行に係る経過措置

 (1)　退職給付引当金に係る経過措置

　　　会計基準変更時差異（1,658,613,330円）については，経過措置（平成26年度から職員の退職ま

　　での平均残余勤務年数（上限15年）にわたり均等額を費用処理）を見据えて，平成22年度から先行

　　して均等額を費用処理している。

 (2)　修繕引当金に関する経過措置

　　　平成26年３月31日以前に引き当てられたものについては，引き続き従前の例により取り崩すこと

　　　とする。
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